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太陽光発電と風力発電の1時間ごとの発電パターン

Joskow, 2019. Challenges for wholesale electricity markets with intermittent renewable generation at scale: the US experience, 
Oxford Review of Economic Policy, Volume 35, Number 2, 2019, pp. 291–331.

横軸
時間

縦軸
発電電力量

再エネが発電しにくい日の出前・日没時も需要は存在する

https://academic.oup.com/oxrep/article-abstract/35/2/291/5477314


再エネを支える柔軟な資源とは？

①カーボンフリー火力（ CCS付きガス、水素、アンモニアなど）

②連系線（送電会社間の送電線）

③エネルギー貯蔵技術（揚水、蓄電池、電気・燃料電池自動車、熱等）

→いずれも追加的に（統合）費用が発生＋①・③は技術面に不確実性有

④デマンドレスポンス（需要調整）という需要側の資源もある！ 3



4ダイナミックプライシングは、電力小売単価(円/kWh)を、卸売市場価格に連動させる

どうすればデマンドレスポンスの活用を促進できるか？
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けいはんな学研都市での住宅約７００戸を対象にした実験結果

依田 et al. 2017「スマートグリッド・エコノミクス」

https://onedrive.live.com/?authkey=%21AE5YvhsZnSj2BaI&cid=B93AFBB89AE46138&id=B93AFBB89AE46138%21309&parId=B93AFBB89AE46138%21251&o=OneUp


ダイナミックプライシングで期待できる効果

①市場価格の変化を通じたデマンドレスポンスの発動

②消費者に、価格変化に賢く対処できる家電・サービスを購入する誘因が生まれる

②’ 製造業者、電力小売事業者、アグリゲーターに、市場価格に応じて自動で運転を制御

する家電や貯蔵などの新しいサービスを提供する誘因が生まれる

②’’ 自動デマンドレスポンスの促進

6
Wolak, 2019. The Role of Efficient Pricing in Enabling a Low-Carbon Electricity Sector,
Economics of Energy & Environmental Policy, Vol. 8, No. 2.

https://web.stanford.edu/group/fwolak/cgi-bin/sites/default/files/eeep8_2_03_Wolak-29-52.pdf


まとめ
•デマンドレスポンスは、再エネが発電しない時間帯の需給を支え、

統合費用を低下させる可能性も持つ。

•ダイナミックプライシングがデマンドレスポンスを促進することは、

フィールド実験で確認済。

• DP導入によるDRの一層の活用を検討する価値はあるのではないか。 7


